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肺,骨 に転移を有する内分泌非活性左副腎皮質癌の1例

国立金沢病院泌尿器科(医 長1勝 見哲郎)

勝 見 哲 郎,村 山 和 夫

  A CASE OF NON-FUNCTIONING ADRENAL CORTICAL 

CARCINOMA WITH PULMONARY AND BONY METASTASES

    Tetsuo KATSUMI and Kazuo MURAYAMA 

From the Department of Urology, National Kanazawa Hospital

   A 49-year-old woman was admitted to our hospital with complaints of edema and abnormal 
shadow in right pulmonary area. CT scan and abdominal aortography showed left adrenal mass. 
Moreover, the lung metastasis measured 60  x  65 mm and bony metastases were suspected in three 
areas on bone scanning. Under diagnosis of left non-functioning adrenal tumor with pulmonary 
and bony metastases, left adrenalectomy was performed. Histological diagnosis was left adrenal 
cortical carcinoma without lymphnode metastasis. Treatment consisted of 3 g o,p'-DDD 
and 400 mg carmofur per day after surgery. At present, pulmonary metastasis has decreased in 
size and bony metastases decreased in uptake on bone scan 12 months postoperatively. 

                                                 (Acta Urol. Jpn. 35: 1893-1895, 1989) 
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緒 言

副腎皮質癌 は全癌 死亡剖検例 中0.17～0.2%を 占め

るに過 ぎないが,悪 性 度が高 く無治療患者の平均生存

期間は2.9ヵ 月 とい われて い る1>.し か し,本 症に対

す る確立 され た治療法 は手術療法以外にないのが現状

で,そ の理 由 として腫瘍 の頻 度が低 いの と進行 した状

態 で発 見され るため,充 分 に検討で きない ことに よる

とされ ている.わ れ われ は初診時す でに肺,骨 に転移

を有す る副腎皮 質癌 の1例 を経験 したので報告する.

症 U極

症例149歳,女 子

主 訴=浮 腫

初診:1988年1月14日

現病 歴lI987年12月 下 旬 より顔面,手,足 に浮腫を

認 め,近 医で高血圧.浮 腫 を指摘 され薬剤投与を受け

ていたが軽快 せず,精 査を求 め来科 した,生 理 は1988

年1月3日 まで認めたが,今 まで も不規則であ った.

ステPイ ドホルモ ン過産生 に よると思われ る臨床症状

は認め られなか った.

入院時現症 眼瞼結 膜に貧血を認め,眼 瞼に軽い浮

腫 を認 め,左 上腹部,下 腹部 に弾性硬・表面平 滑な腫

瘤 を触知 した.

諸検 査 成 績:RBC318×104/mm3,LDH1,8571U!

1,Fib・484m9/dl,CRP5・5mg/dl,尿 中vMA

(一),尿 中17-KS37～40mgfday,尿 中17-OHCS

26～30mg/day,ACTH〈10pg/ml,コ ル チ ゾール

12～30mcg/dl日 内変 動 あ り,ア ド レナ リ ン〈10P9/

ml,ノ ル ア ド レナ リン220--340P9/ml,ア ル ドス テ

ロ ン6ng/d1,BPI54/90mmHg(Prazosin3mg

内服 中)

X線 検査:大 動 脈 造影 で は腫 瘍 辺 縁 部 は 腎,脾 動 脈

か ら栄 養血 管 を 受 け て い る が,中 心 部 は壊 死 のた φ 血

管 に 乏 しい.CTス キ ャ ンで は左 上 腹 部 に 後腹 膜 か ら

腹 壁 に 達す る大 き な腫 瘤 が認 め られ 大 動 脈 リンパ 節の

腫 大 も2コ 認 め られ た(Fig.1).胸 部撮 影 では 左 肺

門部 に60×65mmの 異 常 陰 影(Fig.2),骨 ス キ

ャ ンで12胸 椎,左 上 腕,右 大腿 に 異 常 集 積 が認 め ら

れ,肺,骨 に転 移 を も った 内 分 泌非 活 性 左 副 腎腫 瘍 と

診 断 した.し か し,下 腹 部 腫瘤 は充 実 性 で 乏血 管性 で

あ るが,卵 巣 か子 宮 か,良 性 か悪 性 か 確 認 で きな か っ

た,

手 術 ・年 齢,全 身 状 態 か ら考 え 原発 巣 を 摘 除 し組織

学 的 所 見 を 参 考に 適 切 な 化 学療 法 を 施す こ と と し,19

88年2月]2EI左 副 腎 摘 除 術 お よび リ ンパ節 廓 清 術 を 施

行 した.な お術 前 問 題 とな った下 腹 部 腫 瘤 は 子 宮 筋 腫

で あ った た め放 置 した.
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Fig.1.AbdominalCTscanshowedretroperi-

toneallymphnodeswellingandgiant

maSS。
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Fig.2.Chestroentgenographyshowedabnormal

shadowinleftfield.
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摘出標本お よび病理組織:摘 出腫瘍 重量は腎を含め

2,550gで,被 膜外への浸潤はな く顕微鏡的には副腎

皮質細胞に類 似するが,核 の大小不同,濃 淡 差,核 分

裂等異型性を呈 し,悪 性 と判定 された。なお リンパ節

には転移は認め られ なか った(Fig・3)・

術後経 過=術 後LDH,尿 中17-KSは 速 やかに正

常 化 した が,17-OHCSは 低 下 した た め 補 充 療 法 を

必 要 と した.化 学 療 法 は 術 後9日 よ りcarmofur400

mg,・,P・-DDDは1.59か ら始 め ・ ・a・m・f・・ は10

ヵ月 で 中 止 した が,o,p'-DDDは 現 在3gを 継 続 投

与 して い る.術 後 約1年 に な る現 在 の 状 態 は 左 大 腿 痛

と発 熱 時 にadrenalcrisisを お こす た め 入 院 中 で あ

るが,土,日 曜 に は 外 泊 して い る.最 近 の 胸 部 撮 影 で

は 異 常 陰影 の 大 きさは55×45mmと 縮 小傾 向 が あ る

よ うで あ る.ま た 骨 ス キ ャ ンで は 左 上 腕,右 大腿 の 集

積 は 明 らか に減 少 して い る が,左 腸 骨 部 に 集 積 が 見 ら

れ,こ れ が痛 み の原 因 と考 え て い る ・

考 察

副腎皮質癌は,山 下 ら2)の 本邦96例 の集計に よると

予後の判明 している76例 中51例(65%)が1年 以 内に

死亡 してお り,診断確定後の予後は悪いが,本 症例の ご

と く非常に大 きな腫瘤にな って始めて発見 され る 二と

か ら考え ると,本 腫瘍 の自然 史はあ ま り急激な もので

は な く発育速度 の遅 い もの と思われ る.小 畠 ら3)は3年

間に6回 の胃 レン トゲ ン撮影がな された症例で第12胸

椎下縁 と十二 指腸 球部上 縁 との間の 垂直 距離 を 測定

し,発育速度 を算 出 し,受診3ヵ 月前 よ り急激に大 き く

な っていた と報告 してい る.こ の よ うに腫瘍が活発化

した状態で受診す ることが診断確定後の予後の悪 さに

繋が っている ように思われ る.わ れわれの症例におい

ては受診時す でに肺 に1コ,骨 には3ヵ 所 明らか な転移

巣があ り,さ らに下腹部に良性か悪性かは っき りしな

い腫瘤 があ ったため,手 術を施行す ることに疑問視す

る声が一 部にあ ったが,年 齢や腫瘍の性質 より考 え,

原発巣摘除に よるsurgicalreductionと 術 後の化学

療法に期待 して手術 に踏み きった.術 後服用 して いる

o,P'-DDDの 効果についてはNadorら4)は49例 中9

例(19.1%),HutterとKayhoe5)は138例 中20例

(34%)に 他覚的 所見の改善を 見たが,そ の効果 は平

均10.2ヵ 月であ った と述べ,Lubitzら6)は75例 中61

%に 他覚的所見の改善 が見 られ,こ れ らの症例 の生存

期間が6.5ヵ 月であ ったのに比 し,効果 の認 め られ なか

った症例のそれは3ヵ 月で僅 かに良 好な結果 が得 られ

た と述べているが,効 果のある期 間 も短 くまた どの よ

うな症例に効果 があるのか不 明である.し か し,Van

Slootenら7)は 本剤 の血中濃度が14μgfml以 上の]4

例 の平均 生存期間は26.5ヵ 月であ ったのに 比 し,10

μg/ml以 下の20例 のそれは4.5ケ 月であ った所か ら血

中濃度 を重視 し,予 後 も予測で きるのではないか と述

ぺて い る.わ れわ れ の症 例の血中 濃度はL3μg/m[

と低値 で全 く比較にならないが,こ れは外 国では8～



勝 見,ほ か=副 腎 皮質 癌 ・o,p,・DDD

10g服 用 させ てい るのに反 し,わ れわれの症例では3

gし か服用 で きない ことが大きな原因 であるが,本 剤

の血中濃度は 内服量が同 じで も,投 与期 間,投 与総量

と共に上昇する傾向にある と言われ ている8)、 一方,

Schteingartら9)は 術前 よ り小量長 期投与 をお こなっ

た方が,他 の療 法に比 してはるかに長期生存例が多か

った と述べ・小島 と長 沼1。)は1～1.59の 小量投与で

転移巣が消失 し4年 間再 発の見 られ ない症例を報告 し

てお り,わ れ われ も今後は血 中濃度 も参考に して投与

量 を考慮 してゆ くつ も りである.

結 語

49歳 女子にみ られた肺,骨 に転移を持つ内分 泌非 活

性 左副腎皮質 癌に対 し,手 術 な らびにo,p'-DDD,

carmofur投 与に より転 移 巣の僅か な縮小を 認め つ

つ,12ヵ 月生存中の症例を報告 した.

文 献

1)McFarlaneDA:CanceroftheadrenalcQr-

tex.Thenaturalhistory,prognosisand

treatmentinastudyoffifty-fivecases .Ann

RCollSurgEngl23:155-186,1958

2)山 下 元 幸,森 岡 政 明,藤 田 幸 利:両 側 内 分 泌 非 活

性 副 腎 皮 質 癌 の1例.西 日 泌 尿50:677-682,

1988

3)小 畠 隆 司,服 部 正 宏,佐 藤 倫 明,末 岡 悟,市 原

1895

紀 久 雄=長 期 に わ た る 経 過 が 想 定 さ れ た 副 腎 皮 質

癌 の2例.ホ と 臨 床34:647-653,1986

4)NaderSN,HickeyRC,SellinRVandSa-

maanNA:Adrenaicorticalcarcincma.A

studyof77cases.Cancer52:707-711,1983

5)HutterAMandKayhoeDE=Adrenalcorti-

calcarcinema:resultsoftreatmentwith

o,p,・DDDin138patients.AmJMed41:

581-592,1966

6)LubitzJA,FrcemanLandOkunR二Mi-

totaneuseininopeiableadrenalcortical

carcinoma.JAMA223=1109一 川2,1973

7)VanSlootenH,MoolenaarAJ,vanSeters

APandSmeenkD:'Thetreatmentofadre-

nocort1calcarcinoma■itho,p,-DDD=prog-

nosticsimplicationsofserumlevelmonitor-

ing,EurJcancerclinoncol20=47-53,

1984

8)木 野 内 喬,清 水 直 容,井 林 博,出 村 博,大 島

博 幸:0,pLDDDに よ る ク ッ シ ン グ 症 候 群 お よ

び 副 腎 癌 の 治 療 一46症 例 の ま とめ 一.ホ と 臨 床

30=841-851,1982

9)SchteingartDE,MotazediA,NoonanRA

andTompsonNW=Treatmentofadrenal

carcinomas.ArchSurg117:1142-1146,1982

10)小 島 元 子,長 沼 広:O,P'-DDDの ヒ ト副 腎 ス

テ ロ イ ド合 成 に 与 え る 影 響 一 副 腎 癌3例 へ の 投 与

成 績 か ら 一,ホ と 臨 床29:1499-1505,1981

(1989年2月22日 受 付)


